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Cognitive counseling is one of a method to improve the cognitive problem. This 
study is a case report for a 5th grade student who has difficulty with fraction and 
decimal. To solve his problem, we supported his learning by hypothetical instruction 
and lesson induction which was cognitive counseling methods. As a result, 
hypothetical instruction helped concept acquisition about fraction, and lesson 
induction promoted to reflect his calculation of decimal. Finally, he could assessment 
himself about his answer and explanation in the case, but could not reflect the 
assessment on the final exam. In the future, we should support his assessment 
between some mathematical problems and generalize the methods.  
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クライアント (以下 Cl) について 










 支援の期間は 20XX 年 5 月から 20XX 年 8 月で
あり，毎週水曜日の午後 5 時半から 1 時間の支援
を全 10 回行った。その内訳は，初回にアセスメ

















計 21 項目から成る質問紙を 4 件法で実施した。
なお得点は，4 に近いほどポジティブであり，1
に近いほどネガティブであった。逆転項目は 1 を














いから，主に 3 つの問題点を見出した。1 つ目は
分数の理解について，ビーカーに入った水量を分
数で表現できなかった点である。分数の表現の問
題は 2 問あり，1 問目は，ビーカーを 10 等分した
4 目盛り分まで水が入ってあるものだった。Cl は
4 目盛り分まで水が入っていたから 4/4 と解答し
分類 正解数 問題数 間違いの内容
掛け算 2 2





四則混合計算 1 2 計算する順序を間違えた
掛け算（筆算） 1 3 小数点をつけずに整数で回答
小数足し算引き算(筆算） 2 2
割り算(筆算） 1 2 小数をつけずに整数で回答
小数・分数について 2 4 全体のいくつ分という表現で分数に表すことができなかった










算数テスト (事前) 結果 
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た。2 問目は，ビーカーが 2 つあり，ひとつはビ
ーカーいっぱいに水が満たさされており，もうひ






2 つ目に 1－3/4 の計算で，1 を分数の分母に合
わせて分数に変換せずに 10/10 に変換し，10/10 

























































































 全 8 回の学習支援の概要を第 1 期と第 2 期に分
けて以下に記した。 
第 1 期：仮想的教示を通した分数概念の習得 
(第 1，2，3，4 回学習支援) 
第 1 期では，学習支援の初めの 10 分間でウォ
ーミングアップとして簡単な足し算の計算問題を





























るところが 2 つでマックスで，それが 1 つだから
1/2 」と説明できた。さらに，1/3 の円形のケー
キの問題も同様に解答できた。 



















の目盛りを数えて) 20 こに分けた 14 個分…あ
れ，答えと違う…あっ，10 個に分けた 14 個
分…(答えに詰まる)」 







Cl:「左は 10 こに分けた 10 個分で満タンで，右














ルケーキが 2 つあり，ひとつは 6 かけらすべて残
っており (つまりホールケーキ 1 つ分)，もう一方




Cl：「左は 6 個，右は 2 個で 8/6 」 
Co：「分母の 6 はどこからきたの？」 
Cl：「ケーキを 6 個に分けたから…いや，12 個
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に分けた 8 つ分…違う」 
Co:「1つのケーキごとに考えてみるのはどう？」 
Cl:「6 個に分けた 6 個分と 6 個に分けた 2 個分
で合わせて 8/6 」 
このように段階的に質問することで，整数で説








素材で 15/8 (もしくは 1 7/8) と解答したら正解の
ピザを提示した。問題に解答できたため，説明す




ら，「1 個分」の 1 は整数のままの 1 を表し，「5






Co:「(分母の) 8 はどこからきたの」 
Cl:「(ピザ) 1 個を 8 かけらに分けている」 
Co：「ピザのどこを指して 5 かけらと最初に答
えたの」 
Cl: (正しく残っている右側の 5 かけら分のピザ
を指し，説明の仕方カードを見ながら)，「左の
ピザ 1 個分と，右のピザを 8 かけらに分けた 5
かけら分を合わせて 15/8 」 










上のピザの問題 (11/8 もしくは 1 3/8 が正解の問
題) では，最初は 3/8 残っているピザの説明しか
できなかったものの，説明の途中で自分の説明を
振り返り，説明が不十分であったことを自覚し，


































小数の掛け算 第 2 期の 5 回目と 6 回目で支援
を実施した。5 回目の支援では，アセスメントで
間違った掛け算の筆算を 2 問提示したところ，1
問は正答し，他の 1 問は計算間違いがあり，2 つ
の問題が明らかになった。1 つ目に，筆算に書き
























小数の割り算 第 2 期の 5 回目から 8 回目で支
援を実施した。5 回目の支援では，アセスメント

































































Figure 1. 掛け算の筆算 
浦　上　　　萌  ・  岡　　　直　樹
− 6 −
2 問中 2 問，分数についての問題も 2 問中 2 問と
全問正答し，支援の成果が見られた。その一方，
小数の計算問題に関しては，割り算の問題で 3 問
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